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○ 総務課 

１ 消防職員数 

  平成21年４月１日現在の階級別職員数は、次のとおりである。 

消防監 
消 防 

司 令 長 
消防司令 

消 防

司 令 補

消 防 

士 長 

消 防

副 士 長
消防士 

その他 

職 員 
計 

1人 5人 17人 29人 70人 17人 45人 1人 185人

 

２ 消防職員の異動状況 

（１）出 向 

    三重県に出向           １人 

    三重県航空防災隊に出向      １人 

    市危機管理課に出向        １人        

 

３ 消防職員採用試験の実施について 

  消防職員採用試験を次のとおり実施した。 

（１）申込期間   平成 21年９月１日から９月 15日 

（２）実施日及び場所 

  ア 第一次試験（筆記試験及び体力試験） 

          平成 21年 10 月 18 日（日） 福祉健康センター（筆記試験）及びサンライフ伊 

勢（体力試験） 

   イ 第二次試験（個人面接） 

           平成 21年 11 月 16日（月） コミュニティー消防センター 

（３）実施状況 

区 分 受験申込数 受験者数 一次合格者 合格者数 採用者数 

消防職 

（一般） 

人 

167 

人

116

人

11

人 

5 

人

5

消防職 

（救急救命士） 
15 7 6 4 4

計 182 123 17 9 9
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４ 各種資機材の整備 

  次のとおり車両及び各種資機材の整備を図った。 

（１） 消防本部及び消防署 

種  別 内    容 数量 金  額 

全身固定ボード一式 
全身固定ボード3枚・頭部固定器具3セット・

体幹固定ベルト9本 
一式 

円

289,800

レーザー距離計 火災原因調査  1基 22,050

デジタルカメラ 火災原因調査  1基 45,000

ガス検知器 災害現場状況確認用  1基 17,325

アルミ酸素容器 救急用資機材  5本 86,625

ファックス 消防署本署ほか6署所用  7台 202,125

事務用ネットワークパソコン 消防本部消防課及び消防署御薗分署用  3台 170,100

電話機 度会出張所用  1台 11,176

洗濯機 消防署本署救急用  1台 49,495

ＡＥＤ及び救命講習用資機材 救命講習用資機材 一式 850,500

空気呼吸器面体 職員貸与補充  6本 147,420

訓練用消火器 防火訓練指導用  5本 42,000

バスケットストレッチャー 化学車用  1基 189,315

半自動体外式除細動器一式 救急活動用  1組 2,782,500

事務用回転椅子（肘掛付） 消防課通信指令室用  2脚 77,910

事務用回転椅子 消防署本署事務用  5脚 75,075

プリンター（インクジェット） 消防課通信指令室用  1台 49,875

プリンター（レーザー） 消防署本署事務用  1台 94,500

炊飯器 消防署本署用  1台 30,660

35ｍ級伸縮水路管付先端屈折

式はしご車 
消防署本署配備  1台 199,269,000

高規格救急自動車 消防署本署・度会出張所配備  2台 31,458,000

高度救命処置用資機材 上記積載資機材一式  2組 28,350,000

防火外套一式 新規職員貸与（上下式防火外套・防火帽ほか）  8着 1,075,200

消防車積載伸縮式三連梯子 救助用  1脚 711,900

消防本部 



陽圧式化学防護服 救助用  3着 
円

1,306,305

災害支援車 4輪駆動消防車  1台 2,835,000

軽量消防用ホース 
カラーホース50ｍｍ×20ｍ×15本・ 

65ｍｍ×20ｍ×25本 
40本 1,128,750

軽量空気ボンベ 救助用 10本 523,950

プロジェクター・ポータブル 

ＤＶＤプレイヤー 

救命講習用資機材（プロジェクター1 台・ポ

ータブルＤＶＤプレイヤー1台） 
 2台 122,850

 

５ 施設の整備 

 次のとおり施設整備を行った。 

（１）工事関係 ２件 

施行場所 工事名 工事概要 金 額 着 工 完 工

神田久志本町 

地 内 

（注） 

消防署車庫及び書

庫改修工事 

【車庫】 

庇改修        一式 

車庫ステンレス金網天井設置 

高さ変更       一式 

【書庫】 

屋外階段改修     一式 

書庫軒樋留め金物取替 17箇所

円 

 

 

3,534,300 

 

 

 

21. 8.28 21.11.13

小 俣 町 元 町 

地 内 

（注） 

消防署小俣分署車

庫改修工事 

改修工事 

建築工事      一式 

電気設備工事    一式 

機械設備工事    一式 

1,562,400 22. 1.29 22. 3.15

（注）建築住宅課施行 

 

６ コミュニティ消防センター使用状況 

コミュニティセンターとして、次のとおり利用があった。 

（１）利用件数及び使用者数、使用許可件数及び使用料収入額 

大 会 議 室 小 会 議 室 計 許可件数及び収入額  区分 
月 件数 使用者 件数 使用者 件数 使用者 許可数 使用料収入額

 4 
件 人 

8 126 

件

15

人

150

件

23

人

276

件 

9 

円

7,800

 5 13 189 14 140 27 329 10 36,180

 6 14 195 13 130 27 325 10 31,240

 7 14 195 16 160 30 355 8 31,130

 8 8 125 14 150 22 275 9 31,470
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件 
9 

15 

人 

205 

件

16

人

160

件

31

人

365

件 

14 

円

30,470

10 16 235 17 170 33 405 10 25,090

11 15 217 16 160 31 377 11 33,020

12 15 189 12 130 27 319 11 29,570

 1 16 196 18 183 34 379 16 42,260

 2 13 167 15 150 28 317 11 24,250

 3 10 123 19 203 29 326 9 26,370

合計 157 2,162 185 1,886 342 4,048 128 348,850

 

７ 教育訓練   

消防組織法第 52 条第１項の規定（消防職員・団員の教育訓練）に基づき、消防職員の知識、技能

習得及び技術の向上を図るため、三重県消防学校（鈴鹿市）他に次のとおり派遣した。 

期   間 内     容 開催地 派遣人数 

4.7～12.4 三重県消防学校初任科・救急課程教育 鈴鹿市 
名

9

4.20～4.24 新任消防長研修 鈴鹿市 1

4.27・28 三重県市町村職員共済組合事務担当者研修 大台町 2

5.7 水難救助研修 鈴鹿市 9

5.14・15 特定化学物質等作業主任者技能講習 四日市市 2

5.16 ＩＳＥ－ＩＣＬＳコース 伊勢市 2

5.25～6.5 三重県消防学校講師派遣 鈴鹿市 1

5.25～6.5 三重県消防学校救助科水難救助課程 鈴鹿市 2

6.10 危険物施設安全推進講演会 大阪府大阪市 2

6.11 危険物安全講習会 桑名市 2

6.16 予防担当課長会議 鈴鹿市 1

6.16 不当要求防止責任者講習会 松阪市 1

6.23 エレベータ研修 津市 2

7.7 潜水士国家試験 愛知県東海市 1

7.14～7.16 緊急自動車運転研修会 鈴鹿市 1

7.16 全国消防長会技術委員会 岐阜県各務原市 1

7.16 消防団事務担当者会議 津市 1

7.30 消防救助技術東海地区指導会 鈴鹿市 14
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8.3 総務・警防担当課長会議 鈴鹿市 
名

1

8.6 三重県内高速道路消防連絡協議会消防訓練 川越町 1

8.11 違反是正研修会 松阪市 3

8.11・12 アドレナリン製剤（自己注射）投与講習会 伊勢市 10

8.18 日赤トリアージ訓練 伊勢市 9

8.20 広域化研修 鈴鹿市 1

8.28 三重県消防長研修会 亀山市 1

8.28 交通安全管理研修会 伊勢市 4

9.1～9.9 市町村アカデミー 千葉県千葉市 1

9.3 消防長研修会 愛知県名古屋市 1

9.8 広域化セミナー 津市 3

9.9～22.3.23 救急救命東京研修所第37期研修 東京都八王子市 1

10.1 総務担当課長会議 鈴鹿市 1

10.5～11.5 三重県消防学校救助科救助課程 鈴鹿市 2

10.8 警防技術交換会 鈴鹿市 5

10.9 三重県内高速道路消防連絡協議会研修 鈴鹿市 3

10.23 総務関係研修会 愛知県名古屋市 1

10.25 ＪＰＴＥＣプロバイダーコース 伊勢市 2

10.29 主任無線従事者講習会 愛知県名古屋市 3

11.5 南勢水道合同防災訓練 伊勢市 10

11.5・6 全国女性消防団員活性化大会 岡山県岡山市 1

11.6 通信担当課長会議 鈴鹿市 1

11.11 違反是正事例研究会 愛知県名古屋市 2

11.12 救急コ・メディカルセミナー 愛知県名古屋市 2

11.14 鉄道災害事故講習会 愛知県名古屋市 5

11.17 予防担当課長会議 津市 1

11.17 ロープセミナー 鈴鹿市 3

11.19 鉄道災害発生時救助対応訓練 伊勢市 12

11.20 大型自動車免許取得 松阪市 1

11.22 ＩＳＥ－ＩＣＬＳコース 伊勢市 2
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11.26・27 全国救急隊員シンポジウム 石川県金沢市 
名

1

12.2 原因究明技術研修会 愛知県名古屋市 1

12.9～12.22 三重県消防学校火災調査科火災調査課程 鈴鹿市 2

12.11 ＪＰＴＥＣプロバイダーコース 伊勢市 2

12.12 三重県総合防災訓練 四日市市 7

12.18 全国消防救助シンポジウム 東京都千代田区 2

12.18 火災原因損害調査要領講習会 伊勢市 14

22.1.7～2.12 三重県消防学校特別科薬剤投与講習 鈴鹿市 2

22.1.18～1.29 三重県消防学校初級幹部科研修 鈴鹿市 2

22.1.22 三重県内高速道路消防連絡協議会研修 鈴鹿市 3

22.1.25 火災調査研究発表会 愛知県名古屋市 1

22.2.1～2.9 三重県消防学校特殊災害科特殊災害課程 鈴鹿市 2

22.2.15～2.19 救急救命士業務実施修練 東京都千代田区 1

22.2.17 特別化学隊員研修にかかる講演会 四日市市 2

22.2.19 三地域メディカルコントロール協議会 伊勢市 4

22.2.27 新2級小型船舶操縦士免許講習会 伊勢市 1

22.3.1～3.12 三重県消防学校警防課警防課程 鈴鹿市 2

22.3.3～3.11 三重県消防学校中級幹部科研修 鈴鹿市 1

22.3.7 予防技術検定 津市 1

22.3.18 第7回オープンカレッジ 鈴鹿市 1

22.3.23 アドレナリン製剤（自己注射）投与講習会 鈴鹿市 1

計 200
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○ 消防課 

１ 工事関係 

（１）消防水利 

消防水利施設の修繕・撤去・調査・溶着は次のとおりであった。 

ア 工事関係 ５件 

施行場所 工  事  名 工 事 概 要 金  額 着 工 完 工 

大 湊 町 地 内 

ほ か 

（注1） 

防火水槽防火井戸蓋改

修工事 

防火水槽 

マンホール取替工 4箇所

防火井戸 

マンホール取替工 2箇所

円 

1,381,800 21. 5.20 21. 7.17

岩 渕 1 丁 目 

地 内 

（注1） 

防火井戸閉塞工事 
防火井戸閉塞 1箇所 252,000 21. 6.18 21. 7. 7

御 薗 町 高 向 

地 内 

（注1） 

防火井戸蓋改修工事 
防火井戸蓋替工 1箇所 315,000 21. 9.18 21.10. 7

御 薗 町 高 向 

地 内 ほ か 

（注1） 

消防水利標識設置工事
標識設置 11箇所 273,000 21.11.19 22. 1.15

宇治浦田3丁目 

地 内 ほ か 

（注2） 

消防水利溶着塗装工事

溶着塗装工 147箇所 

482ｍ 
612,150 22. 1.26 22. 3.15

（注1）農林水産課施行 

（注2）維持課施行 

イ 委託関係 １件 

施行場所 委  託  名 委 託 概 要 金  額 着 手 完 了 

二 見 町 西 

地 内 

（注1） 

防火井戸撤去に伴う測

量調査業務委託 

Ｎ＝1箇所 

円 

1,593,900 22. 1.25 22. 3.15

（注1）農林水産課施行 

 

２ 救急関係 

（１）月別救急出動及び搬送人員 

総出動件数のうち、急病の出動件数が62.3％であった。 

 

事故種別 

 

月別    

火 
 

災 

自
然
災
害 

水 
 

難 

交
通
事
故 

労
働
災
害 

運
動
競
技 

一
般
負
傷 

加

害 

自
損
行
為 

急

病 

そ

の

他 

合

計 

出場件数 
件 

14 

件 

0 

件 

0 

件

55

件

9

件

4

件

62

件

1

件

11

件 

296 

件 

45 

件

497 4 

搬送人員 
人 
1 

人 
0 

人 
0 

人
80

人
9

人
4

人
59

人
2

人
5

人 
282 

人 
43 

人
485

出場件数 4 0 0 70 4 3 67 5 3 279 42 477
 5 

搬送人員 0 0 0 83 4 3 64 6 1 268 39 468

出場件数 3 0 2 51 8 3 39 3 7 267 32 415
 6 

搬送人員 0 0 2 73 8 3 38 2 5 252 28 411
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出場件数 
件 

4 

件 

0 

件 

0 

件

53

件

4

件

6

件

59

件

1

件

5

件 

282 

件 

34 

件

448
 7 

搬送人員 
人 

0 

人 

0 

人 

0 

人

59

人

4

人

6

人

58

人

0

人

3

人 

269 

人 

30 

人

429

出場件数 6 0 1 56 3 3 57 1 5 304 34 470
 8 

搬送人員 0 0 1 63 3 4 56 1 2 286 32 448

出場件数 6 0 1 53 4 2 49 3 7 292 46 463
 9 

搬送人員 0 0 0 66 2 2 47 3 2 277 41 440

出場件数 5 0 1 56 5 1 79 0 8 314 40 509
10 

搬送人員 0 0 0 63 5 1 79 0 7 289 38 482

出場件数 8 0 0 60 3 0 75 1 4 317 57 525
11 

搬送人員 3 0 0 65 3 0 75 1 3 306 55 511

出場件数 14 0 1 59 2 0 63 5 12 366 49 571
12 

搬送人員 1 0 1 73 2 0 62 5 3 351 49 547

出場件数 6 0 0 61 3 1 78 1 5 362 42 559
 1 

搬送人員 0 0 0 66 3 1 72 1 4 339 42 528

出場件数 4 0 0 40 1 1 61 2 7 301 52 469
 2 

搬送人員 0 0 0 41 1 1 59 1 5 283 51 442

出場件数 6 0 0 66 3 3 72 2 8 323 62 545
 3 

搬送人員 1 0 0 80 3 3 72 1 5 303 61 529

出場件数 80 0 6 680 49 27 761 25 82 3,703 535 5,948合 

計 搬送人員 6 0 4 812 47 28 741 23 45 3,505 509 5,720

 

（２）証明（救急業務実施規則関係） 

種 別 件 数 手 数 料 

救急搬送証明等 
件

3

円

600

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部 



３ 救助関係 

（１）月別救助出動及び救助人員 

総出動件数のうち、交通事故の出動件数が62.2％であった。 

事     故     種     別    

 区 分 

 

 

月 別  

火 

災 

交
通
事
故 

水
難
事
故 

風
水
害
等 

自
然
災
害 

機

械

に 

よ
る
事
故 

建
物
等
に 

よ
る
事
故 

ガ
ス
及
び 

酸
欠
事
故 

破
裂
事
故 

山
岳
事
故 

そ
の
他
の

事

故 

合 計

出動件数 
件 

1 

件 

3 

件 

0 

件

0

件

1

件

0

件

0

件

1

件 

0 

件 

1 

件

7
 4 

救助人員 
人 

0 

人 

0 

人 

0 

人

0

人

0

人

0

人

0

人

0

人 

0 

人 

1 

人

1

出動件数 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 4
 5 

救助人員 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 3

出動件数 0 3 1 0 0 0 1 0 0 0 5
 6 

救助人員 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 2

出動件数 0 3 0 0 0 0 0 0 0 1 4
 7 

救助人員 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3

出動件数 0 3 0 0 0 1 0 0 0 0 4
 8 

救助人員 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

出動件数 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
 9 

救助人員 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

出動件数 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2
10 

救助人員 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

出動件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 

救助人員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

出動件数 0 2 1 0 0 1 0 0 0 2 6
12 

救助人員 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 3

出動件数 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4
 1 

救助人員 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6

出動件数 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3
 2 

救助人員 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

出動件数 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 4
 3 

救助人員 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3

出動件数 3 28 3 0 1 2 1 1 0 6 45合

計 救助人員 2 14 2 0 0 1 1 0 0 5 25
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４ 消防団関係 

（１）消防団員数 

   平成21年４月１日現在の階級別団員数は、次のとおりである。 

（条例定数 559人） 

団  長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部  長 班  長 団  員 計 

1人 8人 29人 

(1) 

48人

(1) 

45人

(1) 

59人

(1) 

337人 

(8) 

527人

(12) 

                             （注）（ ）は、女性消防団員数の内数 

 

（２）消防団員の異動状況（平成21年度中） 

   入団、退団等団員の異動状況は、次のとおりであった。 

     入 団 ･･････････････ 40人 

     退 団 ･･････････････ 44人 

     昇 任 ･･････････････ 29人 

分団長に昇任 ･･･････ ３人  

  副分団長に昇任 ･････ ９人 

  部長に昇任 ･････････ ９人 

   班長に昇任 ･････････ ８人 

 

（３）各種資機材の整備 

   次のとおり車両及び各種資機材の整備を図った。 

種  別 内    容 数量 金  額 

伊勢市消防団旗 消防団団旗 1組 
円

472,500

防火衣一式 消防団配備用 59組 879,690

小型動力ポンプ付積載車 
二見分団二見第1班・二見分団二見第2班・

大湊分団 
3台 13,025,250

 

（４）施設の整備 

  次のとおり施設整備を行った。 

ア 工事関係 ２件 

施行場所 工  事  名 工 事 概 要 金  額 着 工 完 工 

楠 部 町 

地 内 

（注1） 

四郷支所及び四郷分

団楠部班車庫解体工

事 

解体撤去 

・Ａ棟 木造平屋 68.7㎡ 

・Ｂ棟 木造平屋 36.9㎡ 

・Ｃ棟 木造平屋 11.2㎡ 

・Ｄ棟 木造平屋 19.8㎡ 

・消防本部建物軽量鉄骨造 

平屋      35.53㎡ 

円 
（注2） 

302,911 
【契約額】 

4,065,600 
［消防本部］ 

302,911 
［戸籍住民課］ 

3,762,689 

21. 7.24 21. 9.18

消防本部 



楠 部 町 

地 内 

（注1） 

消防団四郷分団楠部

班車庫新築工事 

木造平屋建     

延べ面積 46.37㎡ 

建築面積 46.37㎡ 

・主要室 

車庫･待機室（10畳）･便所

・その他 

電気設備・給排水機械設

備･ホース乾燥塔×1･外構 

円 

 

 

8,195,250 21.11.20 22. 3.15

（注1）建築住宅課施行 

（注2）戸籍住民課と合併施行 

イ 委託関係 ２件 

施行場所 委  託  名 委 託 概 要 金  額 着  手 完  了

 

大世古 2 丁目 

地 内 

（注） 

消防団厚生・早修分

団耐震調査業務委託 

Ｗ造2階建 延べ面積 64.8㎡

円 

1,081,500 

 

21. 8. 7 21.12. 4

（注）建築住宅課施行 

 

（５）教育訓練   

消防組織法第 52 条第１項の規定（消防職員・団員の教育訓練）に基づき、消防職員の知識、技

能習得及び技術の向上を図るため、三重県消防学校（鈴鹿市）他に次のとおり派遣した。 

期   間 内     容 開催地 派遣人数 

6.19～6.21 三重県消防学校消防団員普通科研修 鈴鹿市 
名

2

10.4 三重県青年・女性消防団員研修会 津市 6

11.5～11.6 全国女性消防団員活性化大会 岡山県岡山市 7

11.13～11.15 三重県消防学校消防団員幹部科研修 鈴鹿市 2

22.2.13 三重県消防学校消防団員一日教育 鈴鹿市 4

計 21
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○ 通信指令課 

１ 救急医療情報システム 

救急医療情報システムは、昭和57年１月21日に運用を開始し、三重県救急医療情報センターと県下15

地域とをネットワークで結び、24時間体制で医療機関の案内を行っています。 

（１）科目別案内件数           

 
   月 別 
科目別 

計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

 
内  科 

件

2,512

件

147

件

195

件

121

件

166

件

280

件

235

件

194

件

272

件

310

件

294

件

169

件

129

 小 児 科 1,202 79 97 50 63 89 96 148 195 161 97 58 69

 外 科 1,330 89 131 108 125 163 123 107 89 108 123 78 86

 整形外科 1,227 107 119 102 136 84 105 89 121 92 118 72 82

 産婦人科 13 2 1 1 0 1 2 4 0 2 0 0 0

 眼 科 153 8 12 12 12 22 19 13 18 14 9 7 7

 耳 鼻 科 109 5 10 7 12 12 15 9 7 10 7 8 7

 皮 膚 科 34 1 3 3 1 11 2 0 4 4 1 2 2

 泌尿器科 24 1 3 2 3 4 0 3 2 1 2 0 3

 精 神 科 3 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0

 脳 外 科 101 6 6 11 12 9 3 11 10 6 12 9 6

歯 科 115 8 18 7 15 17 12 9 5 6 9 6 3

そ の 他 14 0 0 1 2 1 2 1 1 1 1 1 3

 計 6,837 453 595 425 547 693 614 590 724 715 673 411 397
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○ 予防課 

１ 許可、承認、諸届、証明書等の事務取扱い 

  消防関係法令に基づく許認可申請及び各種届出は、次のとおりであった。 

（１）許可、検査及び承認 

  ア 許可及び検査（消防法第11条、第11条の２、第11条の４関係） 

   （ア）件数 

許可 完成検査 区 分 

 

種 別 設置 変更 設置 変更 

屋内 
件

0

件

1

件 

0 

件

1

地下タンク 1 2 1 2

移動タンク 0 3 1 3

屋外タンク 0 2 0 2

簡易タンク 0 0 0 0

貯蔵所 

屋外 1 0 1 0

給油 2 7 2 9
取扱所 

一般 1 1 1 1

製造所 0 0 0 0

計 5 16 6 18

   （イ）手数料収入 

区    分 金    額 区    分 金    額 

設   置 
円

220,000
完成検査前検査水圧検査 

円

44,000許  可 

変   更 325,500 条例 タンク水張検査 0

設   置 110,000 条例 タンク水圧検査 0
完成検査 

変   更 188,750 計 921,250

完成検査前検査 水張検査 33,000

イ 承認（消防法第10条、第11条関係） 

種別 件数 手数料 

仮使用承認 
件

12

円

64,800

仮貯蔵・仮取扱 0 0

計 
件

12

円

64,800
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 （２）諸届（消防法及び消防法施行令関係） 

種別 件数 種別 件数 

屋 内 消 火 栓 設 備 設 置 届 
件

8
排 煙 設 備 設 置 届 

件

1

屋 外 消 火 栓 設 備 設 置 届 5 連 結 送 水 管 設 置 届 1

スプリンクラー設備設置届 19 泡 消 火 設 備 1

水 噴 霧 等 消 火 設 備 設 置 届 0 パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備 3

自 動 火 災 報 知 設 備 設 置 届 71 消 防 用 設 備 点 検 結 果 報 告 届 999

火 災 通 報 装 置 設 置 届 6 防 火 管 理 者 選 解 任 届 189

非 常 警 報 設 備 設 置 届 12 消 防 計 画 届 117

避 難 器 具 設 置 届 1 液 化 石 油 ガ ス 貯 蔵 取 扱 届 35

誘 導 灯 設 置 届 47 計 1,515

（３）承認及び諸届（火災予防条例関係） 

種別 件  数 種別 件  数 

少 量 危 険 物 

貯 蔵 取 扱 届 

件

40
防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 

件

60

指 定 可 燃 物 

貯 蔵 取 扱 届 
2 禁 止 行 為 の 解 除 承 認 申 請 34

炉 ・ 厨 房 ・ ボ イ ラ ー 

サ ウ ナ 設 備 設 置 届 
31

火災とまぎらわしい煙又は火炎 

を発するおそれのある行為届 
422

発 電 ・ 変 電 ・ 蓄 電 池 

設 備 設 置 届 
65 道 路 工 事 届 1,163

乾 燥 設 備 設 置 届 19 水 道 断 水 ・ 減 水 届 40

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届 1 煙 火 打 ち 上 げ 届 95

催 物 開 催 届 2 計 1,974

（４）証明（火災原因損害調査規程） 

種    別 件  数 手  数  料 

り 災 証 明 
件

41

円 

10,800（54部） 

 

 

 

 

消防本部 



２ 消防同意の事務取扱い 

  消防法第７条の規定に基づく同意の状況は、次のとおりであった。 

種  別 新  築 増  築 そ の 他 計 

件  数 
件 

210 

件

14

件 

21 

件

245

 

３ 火災の概況 

  管内（伊勢市、玉城町、度会町）における火災の概況は、次のとおりであった。 

（１）火災件数及び損害額 

    前年度に比べ、件数は10件増加し、損害見積額は37,867千円の増加となった。 

    （前年度 火災発生件数55件、損害見積額65,032千円） 

火災種別 

建物火災 林野火災 車両火災 その他火災 月 
火災

件数 
損害額 

件数 損害額 件数 損害額 件数 損害額 件数 損害額

 4 
件 

13 

千円

27,178

件 

8 

千円

26,798

件

2

千円 件

1

千円 

380 

件 

2 

千円

 5 4 8,602 3 8,601  1 1

 6 4 22,991 3 22,991  1 

 7 3 602 3 602   

 8 4 611 3 611  1 

 9 4 0  1  3 

10 5 25,621 5 25,621   

11 3 1,716 3 1,716   

12 11 13,516 6 12,908 1 1 608 3 

 1 5 155 2 85 1 68 2 2

 2 5 662 4 662 1   

 3 4 1,245 3 1,245 1   

計 65 102,899 43 101,840 6 0 3 1,056 13 3

（２）死傷者   (前年度１人、負傷者10人) 

死傷者 計 建物火災 林野火災 車両火災 その他火災 

死 者 
人 

3 

人

3

人

0

人 

0 

人

0

負傷者 8 8 0 0 0
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（３）火災原因 

火災原因は放火の疑い９件、電灯・電話等の配線・たき火各７件、たばこ・火あそび各６件、こ

んろ４件の順となっている。 

種   別 件 数 種   別 件 数 種   別 件 数 

たばこ 
件 

6 
排気管 

件

0
灯火 

件

1

こんろ 4 電気機器 0 衝突の火花 1

かまど 0 電気装置 0 取灰 0

風呂かまど 0 電灯・電話等の配線 7 火入れ 0

炉 0 内燃機関 0 放火 3

焼却炉 0 配線器具 2 放火の疑い 9

ストーブ 2 火あそび 6 その他 7

こたつ 0 マッチ・ライター 1 不明・調査中 7

ボイラー 0 たき火 7 計 65

煙突・煙道 0 溶接機・切断機 2

 

４ 広報活動 

  防火・救急意識の高揚を図るため、次の事業を実施した。 

区分 回数 区分 回数 

消火器取扱指導 
回

39
救 急 法 講 習 会 

回

84

防 火 講 話 24 消 防 広 報 誌 の 発 行 2

消 防 訓 練 指 導 39 署 所 見 学 30

計 218

 

５ 伊勢幼年消防クラブ 

  幼年期における防火教育の一環として火に対する正しい認識を養い、防火思想の普及を図り、健全な

社会人の育成を目的に結成された伊勢幼年消防クラブの現況は、次のとおりである。 

クラブ名 員数 クラブ名 員数 クラブ名 員数 

みどり保育園 
人 

22 
村松保育園 

人

12
マリア保育園 

人

51

船江保育園 26 一色保育園 70 有滝保育園 21

大湊保育園 41 たけのこ保育園 34 和順幼稚園 92

東大淀保育園 37 豊浜西保育所 59 ゆたか幼稚園 193

佐八保育園 35 中須保育園 51 計 744
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